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施行年月日
（市議会議員選挙日） 定数 内　　容

平成１７年２月１１日 ７１人

１市４町合併
平成１７年１０月３１日まで
在任特例により八日市２１人、
永源寺１２人、五個荘１２人、
愛東１２人、湖東１４人

平成１７年２月１１日
（平成１７年１０月２３日）

２４人

平成２１年１０月３１日までの
時限条例【５選挙区】
八日市１０人、永源寺３人、
五個荘４人、愛東３人、
湖東４人

平成１８年１月１日
（平成１８年１月２９日）

３３人 １市２町合併【７選挙区】
能登川５人、蒲生４人の９人増

平成２１年３月２７日
（平成２１年１０月１８日）

２６人 定数条例の制定
選挙区の廃止

平成２５年６月２６日
（平成２５年１０月２０日）

２５人 定数条例の改正

令和６年１２月２３日 ２２人 定数条例の改正

市　名 人　口
（令和６年１２月１日） 議員定数

東近江市 １１１，４１３ ２５ ⇒ ２２
大津市 ３４３，５７３ ３８

草津市 １４０，４９３ ２４

長浜市 １１２，４５２ ２２

彦根市 １１０，９４１ ２４

甲賀市 ８７，８２７ ２４

守山市 ８５，９３０ ２０

近江八幡市 ８１，９１６ ２２

区　分 議長（円） 副議長（円） 議員（円）

東近江市（改正前） 460,000 390,000 370,000

東近江市（改正後） 500,000 425,000 405,000

彦　根　市 534,000 454,000 405,000

長　浜　市 460,000 400,000 370,000

草　津　市 558,000 492,000 443,000

類似団体
全国同規模市の平均

（２９市）
533,103 471,803 439,131

全国市議会議員の平均
（８１５市）

518,000 458,000 423,000

人口１０～２０万人未満の
市議会議員の平均

（１４９市）
558,000 499,000 464,000

　東近江市議会基本条例には、「二元代表制のもと、
東近江市議会は市長と緊張ある関係を保ち、独立・対
等の立場において自治体の事務執行の監視及び評価を
行うとともに、政策立案及び政策提言を積極的に行っ
ていかなければならない」とある。
　定数を２５人から２２人に削減すると、議員一人当
たりの人口が４，４７０人から５，０８０人になり、議
員がさらに多くの人口をカバーすることになる。
　このことは、①民意が議会へ届きにくくなり、多様
な民意を反映・集約し、合意形成を果たすという議会
機能の低下につながる。
②定数削減は、議会が独立・対等の立場で自治体の事
務執行の監視及び評価を行うという議会機能の低下に
つながる。
③議員負担が増え、議員のなり手不足の解消につなが
らない可能性がある。
　以上、本改正案は議員自らが議会機能の低下を容認
するものであり反対する。

　令和５年度に東近江市議会改革検討委員会を設置
し、適正な議員定数などについて何度も検討を行い、

「現在の定数２５人から３人を削減した２２人とする
べき」との考えに至った経過がある。
　東近江市議会基本条例の中で、「議員定数の改正に
当たっては、市民の意思、市政の現状及び課題並びに
将来の予測及び展望を十分に考慮するものとする」と
されており、近年の人口が徐々に減少する状況におい
て、この先の持続可能な市政運営を考えれば、市民の
意思はもちろんのこと、市政の現状や課題、将来予測
を踏まえると、定数削減は必然であると考える。
　なお、今までと変わらず民意が十分に反映でき、ま
た行政に対する監視能力が低下しない範囲で 適切な
定数を確保することと併せて、３つある常任委員会の
構成やその運営に支障をきたさないことも考慮する
と、この度の議会改革においては、提案された議案の
とおり「議員定数を２２人にすべき」とすることを妥
当と考え賛成する。

討 論「東近江市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定について」

反　対　討　論賛　成　討　論

山中　一志  議員西澤　由男  議員

　
市
議
会
で
は
、
適
正
な
議
員
定
数

な
ど
の
検
討
を
行
う
た
め
に
、
令
和

５
年
に
議
会
改
革
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
県
内
お
よ
び
全
国
の
類
似
市

の
状
況
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
議

員
の
な
り
手
不
足
や
、
女
性
・
若
者

を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
議
員
構
成

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、
適
正
な
議
員

定
数
を
検
討
す
る
た
め
に
、
関
係
性

が
深
い
議
員
報
酬
や
政
務
活
動
費
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
監
視

機
能
、
住
民
意
思
の
反
映
、
政
策
立

案
な
ど
議
会
の
役
割
の
観
点
か
ら
、

常
任
委
員
会
の
数
、
人
口
比
率
・
推

移
、
市
の
面
積
、
二
度
の
合
併
や
市

民
感
情
な
ど
を
踏
ま
え
、
現
在
の
定

数
か
ら
３
人
削
減
し
、
22
人
と
す
べ

き
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、

合
併
以
降
一
度
も
改
定
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
の
開
催
を
求
め
政
務
活
動
費
の
改

定
は
見
送
る
こ
と
と
し
、
委
員
会
か

ら
議
長
に
答
申
さ
れ
、
こ
の
た
び
の

条
例
改
正
案
が
提
出
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
市
議
会
議
員
の
報
酬
額
に
つ
い
て

は
、
東
近
江
市
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
で
審
議
さ
れ
、
令
和
６
年
９
月
に

答
申
書
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
会
で
は
、
議
会
改
革
検
討
委

員
会
か
ら
の
報
告
お
よ
び
合
併
後
の

議
員
定
数
、
報
酬
の
推
移
、
他
市
の

状
況
な
ど
を
も
と
に
、
昨
今
の
社
会

経
済
状
況
を
踏
ま
え
て
、
市
議
会
議

員
の
職
務
・
職
責
に
ふ
さ
わ
し
い
報

酬
額
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
、

●
合
併
以
降
約
20
年
間
報
酬
改
定
が

　
さ
れ
て
い
な
い
。

●
市
民
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
・
複
雑

　
化
し
て
い
る
中
、
市
民
の
代
表
と

　
し
て
議
員
に
対
す
る
高
い
質
と
量

　
の
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

●
議
会
改
革
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

　
議
員
定
数
３
人
削
減
な
ど
の
改
革

　
努
力
も
伺
え
る
。

と
い
っ
た
意
見
を
総
合
的
に
勘
案
さ

れ
た
結
果
、
現
行
よ
り
議
長
は
４
万

円
、
副
議
長
お
よ
び
議
員
は
３
万
５

千
円
の
増
額
を
答
申
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
12
月
議
会
で
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て

市
議
会
議
員
の
定
数
を
25
人
か
ら
22
人
と
す
る

議
員
提
案
に
よ
る
条
例
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
か
ら
の
答

申
を
受
け
て
提
案
さ
れ
た
議
員
報
酬
を
改
定
す

る
条
例
案
も
可
決
。
合
併
後
初
め
て
議
員
報
酬

が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■他市との比較（議員定数）■他市との比較（議員報酬 令和４年１２月３１日現在）

■東近江市議会議員定数の推移

議
会
改
革
検
討
委
員
会
で
議
論

合
併
後
初
め
て
　
　
　
　
　

　
　
議
員
報
酬
改
定
さ
れ
る

報
酬
等
審
議
会
か
ら
答
申

議
員
定
数
を
25
か
ら
22
へ

議会だより 0203 議会だより

議員定数と議員報酬



Q　
福
祉
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
、

①
福
祉
法
人
な
ど
に
対
し
、
物
価
高

騰
対
策
、
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
整
備
、
新
た
な
分
野
か
ら
の

人
材
確
保・育
成
策
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
制
度
な
ど
本
市
独
自
の
取
り
組
み

状
況
と
今
後
の
対
策
は
。

②
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
協
議

会
、
大
学
へ
の
専
門
人
材
育
成
に
対

す
る
協
定
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修

制
度
な
ど
の
政
策
的
誘
導
策
は
。

A　
①
事
業
所
と
の
連
携
や
他
市
町

の
取
り
組
み
状
況
を
調
査
研
究
し
、

効
果
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

②
東
近
江
圏
域
の
行
政
や
障
害
福
祉

の
関
係
機
関
な
ど
で
構
成
す
る
東
近

江
地
域
障
害
児
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
会

議
を
設
置
し
、
地
域
課
題
の
解
決
策

の
検
討
や
学
習
・
研
究
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
や
近
隣
の

大
学
と
の
相
互
協
力
協
定
に
よ
り
、

福
祉
人
材
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q　
地
方
自
治
の
力
で
福
祉
の
魅
力

発
信
と
人
材
の
継
続
的
な
確
保
お
よ

び
多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な

ど
、
希
望
を
持
て
る
福
祉
行
政
に
つ

い
て
、
市
長
の
基
本
的
な
考
え
は
。

A　
福
祉
を
支
え
る
根
幹
は
人
で
あ

り
、
福
祉
人
材
の
継
続
的
な
確
保
と

資
質
向
上
に
よ
り
、
安
定
し
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
人
材
確
保
に
よ
る
安
定
的
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
地
域
に
お
け
る

支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
よ
り
、

誰
も
が
希
望
の
持
て
る
福
祉
行
政
を

今
後
も
推
し
進
め
ま
す
。

け
を
20
％
以
上
拡
大
す
る
計
画
を
進

め
て
お
り
、
野
菜
へ
の
転
換
が
加
速

し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
今
後
の
自
立
し
た
安
定
経
営
に
向

け
て
は
、
固
定
費
を
賄
う
利
益
を
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
も
取
り
組
ん
で
い
る
品
薄
と
な

る
時
期
の
出
荷
を
狙
っ
た
生
産
や
市

内
特
産
品
で
あ
る
野
菜
や
果
樹
の
販

売
を
拡
大
す
る
こ
と
で
利
益
率
の
改

善
を
図
り
、
合
わ
せ
て
経
営
規
模
を

拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q　
設
立
後
７
年
が
経
過
し
た
株
式

会
社
東
近
江
あ
ぐ
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
運
営
状
況
に
つ
い
て
、

①
東
近
江
あ
ぐ
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
市
内
出
荷
農
家
数
と
推
移
は
。

②
コ
メ
農
家
の
野
菜
生
産
へ
の
転
換

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

③
農
家
が
安
心
し
て
農
産
物
の
生
産

拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
取

引
先
も
安
定
し
て
地
域
産
を
仕
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
自

立
し
た
安
定
経
営
を
実
現
す
る
。
そ

の
よ
う
な
地
域
商
社
と
な
る
た
め
に

何
が
必
要
か
。

A　
①
設
立
当
初
の
73
軒
か
ら
順
調

に
増
加
し
、
令
和
５
年
度
で
は
１
４

３
軒
と
倍
増
し
て
い
ま
す
。

②
水
田
野
菜
生
産
拡
大
推
進
事
業
な

ど
の
支
援
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、

国
が
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
麦

・
大
豆
の
国
産
化
を
推
進
し
始
め
た

た
め
、
野
菜
生
産
へ
の
転
換
は
想
定

し
て
い
た
ほ
ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
令
和
７
年
度
着
工
予
定
の
国
営
農

地
再
編
整
備
事
業
で
は
、た
ま
ね
ぎ
、

に
ん
じ
ん
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
作
付

Q　
小
椋
市
長
の
11
年
間
の
政
治
姿

勢
は
、
国
・
県
の
言
い
な
り
、
企
業

や
経
済
界
優
遇
、
福
祉
や
教
育
に
は

冷
た
い
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
独
断
専

行
で
あ
る
。

①
学
校
給
食
費
の
無
償
化
も
少
子
化

対
策
の
有
効
な
施
策
で
は
。

②
市
長
の
「
不
登
校
の
大
半
は
親
の

責
任
」
な
ど
の
発
言
は
、
全
国
に
東

近
江
市
の
知
名
度
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た
。

保
護
者
や
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
市

民
を
深
く
傷
つ
け
た
こ
と
へ
の
謝
罪

と
発
言
を
取
り
消
す
べ
き
で
は
。

③
市
民
が
納
得
で
き
な
い
（
仮
称
）

森
の
文
化
博
物
館
基
本
計
画
は
見
直

す
べ
き
で
は
。
な
ぜ
、
交
通
ア
ク
セ

ス
が
不
便
な
地
を
拠
点
候
補
地
に
決

定
し
た
の
か
。
結
論
あ
り
き
の
計
画

で
は
。

A　
①
法
令
上
、
原
則
と
し
て
保
護

者
負
担
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
現
段

階
で
無
償
化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

②
不
登
校
対
策
の
重
要
性
を
十
分
理

解
し
た
上
で
、
国
や
県
の
施
策
の
在

り
方
が
十
分
議
論
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
や
、
枠
組
み
も
示
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
た
も
の

で
、
撤
回
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
発
言
に

配
慮
の
欠
け
た
部
分
が
あ
り
、
関
係

す
る
方
々
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
お
詫

び
を
申
し
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

③
候
補
地
は
専
門
家
の
意
見
も
踏
ま

え
最
適
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

本
市
の
長
年
の
森
づ
く
り
に
関
す
る

施
策
や
考
え
を
積
み
上
げ
る
中
で
基

本
計
画
を
策
定
し
た
も
の
で
、
結
論

あ
り
き
の
計
画
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一 般 質 問

ＱＲを読み取ることで、各議員

の質問の様子を映像にてご覧い

ただけます。

　１２月９日、１０日、１１日に１９人の議員が一般質問を行い

ました。質問と答弁の概要をお知らせします。また、議会ホーム

ページでは、インターネットによる動画配信も行っています。

新
政
無
所
属
の
会 

井
上　

 

均

福
祉
に
希
望
を

新
政
無
所
属
の
会 

中
村　

和
広

地
域
商
社
の
早
期
安
定
経
営
を

日
本
共
産
党
議
員
団 
田
郷　

 

正

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う
！

令和５年２月１０日福祉教育こども常任委員会協議会資料から 市内大学との連携事業の様子

地場野菜が並ぶスーパーの一角
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Q　
農
水
省
は
「
２
０
３
０
年
に
は

全
国
の
果
樹
経
営
体
と
面
積
が
10
年

前
比
で
半
減
」
と
発
表
し
た
。
本
市

で
も
梨
と
ブ
ド
ウ
は
平
成
18
年
比
で

半
減
し
て
い
る
が
、

①
果
樹
農
家
減
少
の
要
因
と
対
策
は
。

②
若
者
の
田
園
回
帰
傾
向
や
「
野
菜

を
作
り
た
い
」
な
ど
の
農
業
へ
の
潜

在
的
欲
求
を
捉
え
る
取
り
組
み
が
必

要
で
は
。

③
「
農
地
や
機
械
を
全
部
貸
し
、
作

業
も
教
え
る
」「
営
農
法
人
の
作
業
を

一
年
間
体
験
し
て
も
ら
う
」
な
ど
の

担
い
手
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
広
げ

る
こ
と
が
大
切
で
は
。

④
あ
い
と
う
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
点

道
の
駅
構
想
で
示
し
て
い

た
貸
農
園
、
体
験
型
農
業

な
ど
の
具
体
化
が
必
要
で

は
。

A　
①
継
承
困
難
な
家
族

経
営
者
が
増
え
廃
園
が
増

え
た
た
め
で
す
。

　
新
規
就
農
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委

Q　
直
近
の
「
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
」
で
は
、
こ
の
20
年
間
で
公
営
住

宅
が
42
万
３
千
戸
も
減
少
し
た
。
ま

た
、
賃
貸
用
な
ど
を
除
く
空
家
は
約

１
７
３
万
戸
増
大
し
た
。
本
市
の
現

状
に
つ
い
て
、

①
市
営
住
宅
の
実
態
は
。

②
市
営
住
宅
の
募
集・応
募
状
況
は
。

③
空
家
の
実
態
は
。

④
空
家
等
対
策
の
取
り
組
み
は
。

A　
①
市
営
住
宅
の
戸
数
は
、
平
成

27
年
度
25
団
地
６
５
４
戸
で
し
た

が
、
令
和
６
年
度
12
月
現
在
、
20
団

地
５
８
５
戸
で
す
。

②
平
成
27
年
度
で
は
、
年
間
18
戸
の

募
集
に
対
し
57
世
帯
の
応
募
が
あ
り

倍
率
は
３
・
１
７
倍
で
し
た
。
直
近

の
令
和
５
年
度
で
は
年
間
７
戸
の
募

集
に
対
し
、
32
世
帯
の
応
募
が
あ
り

倍
率
は
４
・
５
７
倍
で
し
た
。

③
本
市
が
把
握
し
て
い
る
空
家
の
件

数
は
、令
和
３
年
度
末
１
６
９
０
件
、

４
年
度
末
１
７
１
８
件
、
５
年
度
末

１
６
７
４
件
で
す
。

④
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
空
家
対
策
計
画
に
基
づ
き
、

託
し
、
農
業
委
員
、
Ｊ
Ａ
、
県
普
及

所
と
と
も
に
事
業
継
承
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

②
市
民
農
園
の
あ
っ
せ
ん
や
野
菜
教

室
の
開
催
な
ど
、
農
に
触
れ
合
う
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

③
就
農
支
援
は
地
域
に
合
っ
た
方
法

が
必
要
で
、
紹
介
さ
れ
た
取
り
組
み

も
ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
ま
す
。

④
令
和
５
年
に
市
民
農
園
や
体
験
農

場
の
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
運

営
方
法
や
経
費
の
問
題
も
あ
り
具
体

化
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

実
態
調
査
、
空
家
バ
ン
ク
、
改
修
補

助
、
解
体
費
補
助
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
ほ
か
、
相
続
人
調
査
、
財
産
管

理
人
な
ど
の
選
任
申
立
て
を
行
う
な

ど
、
問
題
の
あ
る
空
家
等
へ
の
対
応

も
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
意
識
啓

発
や
専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
行
う

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
空
家
等
の
数
が
、
本
市
の
調
査
結

果
に
お
い
て
は
横
ば
い
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
対
策
が
順
調
に
進
ん
で
い
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス

ポ
・
障
ス
ポ
」
開
催
ま
で
１
年
を
切

り
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
市
内
の
本

大
会
の
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　
本
番
を
想
定
し
て
の
大
会
で
あ
る

と
と
も
に
、
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が

る
も
の
で
も
あ
る
。
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
の
検
証
に
よ
り
、
課
題
や
改
善
箇

所
に
つ
い
て
は
早
急
な
対
応
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、

①
選
手
や
関
係
者
の
受
け
入
れ
は
万

全
で
あ
っ
た
か
。

②
練
習
会
場
や
宿
泊
会
場
は
問
題
な

か
っ
た
か
。

③
各
競
技
開
催
中
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な

か
っ
た
か
。
ま
た
、
そ
の
対
応
や
改

善
点
は
。

A　
①
各
会
場
に
歓
迎
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
や
の
ぼ
り
旗
、
小
学
生
の
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
付
き
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
選
手
を
温
か
く
受
け
入
れ
る
よ

う
努
め
ま
し
た
。

②
練
習
会
場
に
つ
い
て
は
、
事
前
申

請
も
あ
り
、
計
画
的
に
利
用
さ
れ
、

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本

大
会
で
は
規
模
が
大
き
く
な
る
た
め
、

よ
り
多
く
の
宿
泊
施
設
、
練
習
会
場

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
軟
式
野
球
に
お
い
て
降
雨
に
よ
る

大
会
順
延
の
判
断
が
遅
れ
た
た
め
、

選
手
・
監
督
、
大
会
関
係
者
に
混
乱

を
招
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
各
競
技
で
の
課
題
や
改
善
点
を
基

に
、
実
施
本
部
の
体
制
、
会
場
や
コ

ー
ス
の
修
正
も
含
め
た
見
直
し
を
行

い
、
本
大
会
に
向
け
、
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

Q　
12
月
６
日
に
彦
根
市
長
は
、
彦

根
文
化
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
財
政
説
明

会
を
開
催
し
、
彦
根
市
の
緊
迫
し
た

財
政
状
況
に
つ
い
て
語
っ
た
。
彦
根

市
は
人
口
11
万
人
、
総
予
算
９
７
６

億
円
で
あ
り
、
本
市
と
似
た
人
口
規

模
、
財
政
規
模
で
あ
る
。
彦
根
市
の

財
政
状
況
は
、
本
来
困
っ
た
と
き
の

預
金
に
あ
た
る
財
政
調
整
基
金
約

20
億
円
を
今
年
度
予
算
で
す
べ
て
取

り
崩
さ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ

た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の

財
政
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

①
本
市
は
合
併
後
20
年
間
、
事
業
費

の
70
％
を
交
付
税
措
置
し
て
も
ら
え

る
合
併
特
例
債
を
有
効
利
用
し
て
き

た
は
ず
だ
が
、
発
行
限
度
額
と
こ
れ

ま
で
の
発
行
額
は
。

②
地
方
交
付
税
の
算
定
替
え
は
令
和

２
年
度
で
終
了
し
て
い
る
が
、
合
併

算
定
替
え
と
一
本
算
定
の
乖か

い
り離
額
は
。

③
人
事
院
勧
告
に
従
い
今
年
度
職
員

給
与
は
２
．
７
６
％
ア
ッ
プ
と
な
っ

た
が
、
今
年
度
予
算
に
お
け
る
人
件

費
の
上
昇
額
は
。

A　
①
発
行
限
度
額
は
約
５
７
５
億

円
で
す
。
発
行
額
は
、
平
成
17
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
累
計
で
約

５
０
２
億
円
で
す
。

②
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
の

特
例
に
基
づ
き
令
和
２
年
度
ま
で
の

16
年
間
、
旧
１
市
６
町
ご
と
に
算
定

し
た
交
付
税
額
を
受
け
て
き
ま
し

た
。
こ
の
期
間
に
お
け
る
一
本
算
定

と
の
乖
離
額
は
約
４
２
５
億
円
で
す
。

③
人
件
費
の
上
昇
額
と
し
て
、
２
億

３
３
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団 

廣
田　

耕
康

果
樹
産
地
半
減
、
担
い
手
の
育
成
を

日
本
共
産
党
議
員
団 

山
中　

一
志

「
住
ま
い
」
に
つ
い
て

太
陽
ク
ラ
ブ 

安
田　

高
玄

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
準
備
を
万
全
に

太
陽
ク
ラ
ブ 
辻　

 

英
幸

本
市
の
財
政
の
実
力
は

新規就農するなら東近江市
（市ＨＰ就農支援コーナーから）

新築された市営大森団地一般会計　基金残高の推移（単位：億円）

リハーサル大会の自転車競技
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東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ 

田
井
中　

丈
三

農
山
村
が
市
の
原
点

Q　
近
江
鉄
道
が
昨
年
度
か
ら
始
め

た
「
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」
が
大
変
好
評

で
、
多
く
の
高
齢
者
が
会
員
登
録
し

て
電
車
で
出
か
け
る
機
会
を
増
や
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
に
乗
っ
た
こ
と

が
な
い
高
齢
者
、
子
ど
も
・
若
者
が

多
い
と
聞
く
。
ま
ず
は
乗
っ
て
も
ら

う
た
め
に
優
待
の
つ
い
た
お
試
し
定

期
・
乗
車
券
・
回
数
券
な
ど
を
販
売

ま
た
は
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

A　
「
買
い
物
お
帰
り
き
っ
ぷ
事
業
」

や
「
学
生
お
試
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

な
ど
数
多
く
の
利
用
促
進
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
令
和
５
年
度
の
利

用
者
数
は
13
万
５
千
人
と
コ
ロ
ナ
禍

前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
優
待

パ
ス
な
ど
の
導
入
は
、
現
在
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

Q　
８
年
前
、
ろ
う
者
の
福
祉
向
上

を
目
指
し
手
話
言
語
条
例
制
定
を
求

め
る
署
名
活
動
が
あ
り
、
１
万
４
千

筆
が
提
出
さ
れ
た
が
、
滋
賀
県
で
は

今
日
ま
で
制
定
に
至
っ
て
い
な
い
。

近
江
八
幡
市
、
米
原
市
、
大
津
市
、

Q　
県
は
令
和
６
年
９
月
か
ら
「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
を
開

始
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
性
的
少
数
者
の
当

事
者
カ
ッ
プ
ル
が
、
人
生
に
お
い
て

お
互
い
が
協
力
し
て
継
続
的
に
生
活

を
共
に
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
関
係

を
宣
誓
し
、
県
が
宣
誓
書
を
受
領
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
と
い
う
制
度
で

あ
る
。

　
県
内
で
も
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
に
基
づ
い
て
、
導
入
し
て
い
る
市

も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
市
で
は
、
市
営

住
宅
で
パ
ー
ト
ナ
ー
も
同
居
可
能
に

な
る
、
市
民
病
院
の
入
院
時
の
各
種

届
出
書
類
の
申
請
が
で
き
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　
本
市
も
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度

を
導
入
す
べ
き
で
は
。

A　
県
内
６
市
が
導

入
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
ま
す
。

栗
東
市
、
甲
賀
市
、
長
浜
市
で
手
話

言
語
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
な

ぜ
本
市
は
制
定
に
至
ら
な
い
の
か
、

市
長
の
考
え
は
。

A　
本
市
で
は
意
思
疎
通
支
援
事
業

と
し
て
正
規
職
員
の
手
話
通
訳
者
を

配
置
し
、
手
話
通
訳
の
派
遣
や
手
話

通
訳
者
登
録
制
度
、
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
の
開
催
な
ど
の
施
策
を
実
施

し
て
お
り
、
手
話
言
語
条
例
が
目
的

と
す
る
内
容
は
満
た
し
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

本
市
で
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
他
市
の
導
入
状
況
や
視
察
を
行

う
中
で
検
討
し
ま
す
。

Q　
厚
労
省
は
、
子
宮
頸
が
ん
を
予

防
す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

の
期
間
を
、
令
和
７
年
３
月
ま
で
に

少
な
く
と
も
１
回
受
け
て
お
く
と
１

年
間
延
長
す
る
と
の
方
針
を
示
し
た

が
、
対
象
者
へ
の
通
知
は
。

A　
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者

お
よ
び
高
校
１
年
生
相
当
の
女
性
へ

の
通
知
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
要
領

な
ど
を
確
認
し
た
上
で
、
速
や
か
に

行
い
ま
す
。

Q　
（
仮
称
）森
の
文
化
博
物
館
に
つ

い
て
、

①
取
り
組
み
の
目
的
は
。

②
鈴
鹿
の
森
で
取
り
組
む
意
義
は
。

③
フ
ィ
ー
ル
ド
全
体
を
博
物
館
と
し

た
理
由
は
。

④
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
事
業
展
開
の
計

画
は
。

A　
①
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
自
然

と
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
奥
深
い
歴
史

文
化
を
有
す
る
鈴
鹿
の
森
に
お
い
て
、

森
と
人
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
し
、

森
の
文
化
・
木
の
文
化
を
次
の
世
代

に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
自
然
と
人
が
共
生
す
る
社
会
の
全

国
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み

と
し
て
進
め
る
も
の
で
す
。

②
愛
知
川
の
源
流
か
ら
琵
琶
湖
ま
で

総
合
的
な
政
策
と
し
て
取
り
組
め
る

こ
と
は
本
市
の
大
き
な
強
み
で
あ
り
、

貴
重
な
資
源
を
有
す
る
鈴
鹿
の
森
で

こ
の
取
り
組
み
を
行
う
意
義
は
大
き

い
と
考
え
ま
す
。

③
施
設
内
の
展
示
を
見
て
終
わ
り
で

は
な
く
、フ
ィ
ー
ル
ド
へ
飛
び
出
し
、

実
物
に
触
れ
、
森
と
の
関
係
性
を
築

い
て
も
ら
う
た
め
、
地
域
資
源
の
宝

庫
で
あ
る
鈴
鹿
の
森
の
フ
ィ
ー
ル
ド

を
博
物
館
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

④
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
森
づ
く

り
や
森
林
資
源
に
関
す
る
調
査
研
究

機
関
の
誘
致
、
愛
知
川
の
生
態
系
調

査
と
の
連
携
や
濁
水
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

調
査
研
究
、
木
の
文
化
に
関
す
る
職

人
や
作
家
と
の
交
流
、
森
林
環
境
学

習
と
の
連
携
な
ど
幅
広
い
事
業
展
開

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

Q　
行
き
過
ぎ
た
都
市
政
策
に
よ
っ

て
、
市
街
地
の
人
口
は
増
え
て
い
る

の
に
、
農
山
村
集
落
で
は
大
幅
に
人

口
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
要
因

の
一
つ
は
、
都
市
計
画
の
区
域
区
分

の
指
定
で
あ
る
。

　
農
山
村
集
落
の
人
口
増
に
つ
な
が

る
政
策
転
換
に
つ
い
て
、

①
市
街
化
調
整
区
域
内
の
幹
線
道
路

沿
い
に
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

通
行
量
に
見
合
う
規
模
の
施
設
進
出

を
可
能
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

②
本
市
の
琵
琶
湖
岸
は
、
県
の
「
み

ど
り
と
み
ず
べ
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
活
用
エ
リ
ア
に
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
推
進
は
。

③
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域

の
線
引
き
や
農
業
振
興
地
域
の
指
定

の
権
限
お
よ
び
責
任
を
市
町
村
長
に

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

A　
①
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
っ
て

も
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
建
築
は
可
能

で
す
。
ま
た
、
規
模
の
大
き
な
ス
ー

パ
ー
な
ど
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
地
区
計
画
制
度
の
活

用
に
よ
り
建
築
可
能
で
す
。た
だ
し
、

農
用
地
区
域
内
で
な
い
な
ど
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。

②
民
間
事
業
者
か
ら
具
体
的
な
提
案

が
あ
れ
ば
、
県
が
市
を
含
む
関
係
者

と
調
整
さ
れ
ま
す
。
地
域
の
発
展
に

寄
与
す
る
提
案
は
積
極
的
に
推
進
し

ま
す
。

③
法
に
基
づ
く
厳
し
い
制
度
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
仮
に
こ
れ

ら
の
指
定
の
権
限
・
責
任
が
市
町
村

長
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
夢
が
膨
ら
む
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

無
会
派 

櫻　

 

直
美

ち
ょ
こ
っ
と
バ
ス
の
優
待
策
を

公
明
党 

竹
内　

典
子

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入
を

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ 

大
橋　

保
治

森
の
文
化
博
物
館
に
期
待

鈴鹿の森のフィールド

開発を期待する琵琶湖岸
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Q　
中
心
市
街
地
に
お
け
る
駐
車
場

の
現
状
と
今
後
の
考
え
は
。

A　
駅
前
を
中
心
と
し
た
現
在
の
駐

車
場
の
状
況
は
、
八
日
市
駅
か
ら
徒

歩
５
分
圏
内
で
住
宅
用
や
店
舗
専
用

駐
車
場
を
除
い
て
５
２
カ
所
、
月
極

駐
車
場
が
１
１
５
３
区
画
、
時
間
貸

駐
車
場
が
８
６
区
画
あ
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
日
常
生
活
に
お
い
て
自

動
車
が
主
な
移
動
手
段
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
中
心
市
街
地
へ
訪
れ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
駐
車
場
は
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
に
つ
い

て
は
利
用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ
き

駐
車
場
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Q　
近
江
鉄
道
八
日
市
駅
前
に
お
い

て
、
夜
間
、
特
に
深
夜
の
タ
ク
シ
ー

不
足
が
続
い
て
い
る
が
、

①
原
因
は
。

②
解
消
す
る
た
め
の
方
針
や
考
え
は
。

A　
①
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
を
利
用
す

る
タ
ク
シ
ー
会
社
に
照
会
し
た
と
こ

ろ
、
各
社
と
も
利
用
の
多
い
昼
間
に

対
応
で
き
る
よ
う
ド
ラ
イ
バ
ー
の
勤

務
シ
フ
ト
を
組
ん
で
い
る
こ
と
や
働

き
方
改
革
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
な

ど
の
影
響
で
夜
間
は
手
薄
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

②
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
さ
ら
に

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
八
日
市
駅

に
結
節
す
る
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
な
ど

の
二
次
交
通
の
強
化
は
不
可
欠
で
あ

り
、
昼
夜
を
通
じ
て
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
車
両
数
を
確
保
で

き
る
よ
う
、
県
や
市
町
と
連
携
し
て

業
界
に
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q　
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、

①
ア
ク
セ
ス
状
況
の
把
握
や
活
用
は
。

②
今
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

A　
①
閲
覧
状
況
を
示
す
ア
ク
セ
ス

ロ
グ
を
毎
月
取
得
し
、
庁
内
で
共
有

す
る
こ
と
で
定
期
的
に
閲
覧
者
の
動

向
を
把
握
、
分
析
し
な
が
ら
情
報
内

容
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

②
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
重
点

を
置
い
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
大

き
く
二
つ
で
す
。
一
つ
は
、
最
初
の

入
り
口
と
し
て
総
合
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

を
新
た
に
追
加
し
、
視
覚
的
に
閲
覧

者
の
興
味
を
引
く
よ
う
に
す
る
ほ
か
、

観
光
や
行
政
手
続
き
な
ど
目
的
に
応

じ
た
サ
イ
ト
へ
誘
導
で
き
る
よ
う
改

善
し
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
パ
ソ
コ

ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
閲
覧
に
利
用
す
る
機
器
に
応

じ
て
表
示
が
最
適
化
さ
れ
る
機
能
を

持
た
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
見
や
す
く

検
索
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
な
情
報
を
探
し
や
す

く
す
る
た
め
、
検
索
頻
度
が
高
い
と

思
わ
れ
る
情
報
を
目
的
別
に
整
理
す

る
ほ
か
、
市
の
魅
力
発
信
に
つ
な
が

る
画
像
を
多
く
掲
載
し
、
視
覚
的
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
デ

ザ
イ
ン
に
変
更
し
ま
す
。

Q　
近
江
鉄
道
・
路
線
バ
ス
通
学
利

用
促
進
補
助
金
に
つ
い
て
、
来
年
度

の
継
続
は
。

A　
路
線
バ
ス
の
運
賃
値
上
げ
な
ど

社
会
情
勢
の
変
化
を
注
視
し
な
が
ら
、

年
度
当
初
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
制

度
の
拡
充
や
予
算
の
充
実
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q　
本
市
発
祥
の
ガ
リ
版
に
つ
い
て
、

①
関
連
資
料
の
分
類
と
整
理
の
進
捗
、

今
後
の
構
想
は
。

②
「
エ
ジ
ソ
ン
の
手
紙
」
を
来
年
の

大
阪
万
博
に
出
す
考
え
は
。

③
施
設
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

A　
①
分
類
と
整
理
に
つ
い
て
は
、

目
録
作
成
と
写
真
撮
影
が
終
了
し
、

基
本
的
な
資
料
活
用
の
体
制
が
整
い

ま
し
た
。
今
後
は
、
企
画
展
や
調
査

研
究
な
ど
を
通
し
て
そ
の
存
在
を
周

知
し
、
さ
ら
な
る
活
用
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

②
出
展
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

地
元
関
連
団
体
と
検
討
を
し
て
可
能

性
を
探
り
ま
す
。

③
文
化
財
の
指
定
に
向

け
て
取
り
組
む
中
で
、

ど
の
よ
う
な
施
設
が
ふ

さ
わ
し
い
の
か
と
い
う

こ
と
を
議
論
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。

Q　
万
葉
故こ

ち地
サ
ミ
ッ

ト
に
つ
い
て
、

Q　
大
規
模
ほ
場
整
備
事
業
を
活
用

し
て
高
収
益
作
物
の
生
産
を
進
め
る

た
め
に
は
、
用
水
の
安
定
供
給
が
重

要
で
あ
る
。
特
に
、
米
作
期
間
中
は

電
気
代
が
抑
え
ら
れ
る
契
約
が
あ
る

一
方
で
、
10
月
以
降
に
は
全
額
負
担

と
な
り
、
ポ
ン
プ
が
使
用
で
き
ず
水

供
給
が
難
し
い
農
家
が
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

A　
か
ね
て
か
ら
露
地
野
菜
の
生
産

農
家
か
ら
10
月
か
ら
２
月
ま
で
の
、

い
わ
ゆ
る
非
か
ん
が
い
期
に
お
け
る

用
水
供
給
に
つ
い
て
相
談
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。本
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
状
の
送
水
計
画
に
合
わ
せ
た
作
付

計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
非
か
ん
が
い
期
に
お
け
る

畑
作
物
へ
の
用
水
供
給
に
つ
い
て
は
、

国
、
県
、
土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係

機
関
と
課
題
の
共
有
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的

な
検
討
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Q　
学
校
給
食
の
地
場
産
品
の
活
用

に
つ
い
て
、

①
相そ

う
も
ん
か

聞
歌
の
舞
台
に
な
っ
た
船
岡
山

周
辺
の
観
光
施
策
と
し
て
の
認
識
は
。

②
山や

ま
べ
の
あ
か
ひ
と
ゆ
か
り

部
赤
人
所
縁
の
山
部
神
社
や

赤し
ゃ
く
に
ん
じ

人
寺
の
整
備
計
画
は
。

A　
①
万
葉
ロ
マ
ン
漂
う
万
葉
の
森

船
岡
山
公
園
も
本
市
を
代
表
す
る
魅

力
的
な
地
域
資
源
の
一
つ
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
案

内
看
板
の
設
置
や
駐
車
場
の
整
備
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。

②
整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
所

有
者
や
地
元
な
ど
と
連
携
し
、
歌
人

山
部
赤
人
所
縁
の
地
と
し
て
の
情
報

発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

①
適
切
な
予
算
措
置
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

②
新
鮮
で
安
全
な
生
野
菜
や
フ
ル
ー

ツ
を
提
供
す
る
た
め
の
、
最
新
の
調

理
機
器
や
設
備
導
入
の
可
能
性
は
。

A　
①
食
材
賄ま

か
な
い
ひ費
は
保
護
者
負
担
が

原
則
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
の
単
独

予
算
を
投
じ
る
こ
と
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

②
専
用
の
洗
浄
ラ
イ
ン
設
備
や
人
員

の
増
員
な
ど
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ 

鈴
木　

則
彦

深
夜
に
タ
ク
シ
ー
が
な
い

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ 

浅
居　

 

笑

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
自
治
体
の
顔

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ 

西
澤　

由
男

文
化
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
る

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ 
森　

 

鉄
兵

野
菜
生
産
に
安
定
し
た
用
水
供
給
を

八日市駅前の夜のタクシー乗り場

東近江市のホームページ
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Q　
令
和
５
年
１
月
、
10
年
に
一
度

と
言
わ
れ
る
最
強
寒
波
に
見
舞
わ
れ

た
。
こ
の
寒
波
が
も
た
ら
し
た
被
害

は
多
岐
に
及
ん
だ
。
そ
の
中
で
も
生

活
に
欠
か
せ
な
い
水
道
水
へ
の
影
響

が
大
き
く
、
宅
内
配
管
の
凍
結
に
よ

る
破
損
漏
水
が
急
増
し
、
水
道
部
へ

の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
市
内
で
老
朽
化
し
た
管
路
の
更
新

に
つ
い
て
は
、
順
次
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
き
計
画
的
に
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、
突
発
的
に
起
こ
る

自
然
災
害
に
対
し
て
も
強
靭
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
自
然
災
害
に
よ
る
水
道
管
破
損
対

応
に
つ
い
て
、

①
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
数
の
推
移
は
。

②
凍
結
・
漏
水
対
策
の
Ｐ

Ｒ
方
法
は
。

③
水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ

ー
へ
の
更
新
の
考
え
は
。

A　
①
直
近
３
年
間
で
は
、

令
和
４
年
度
５
１
０
社
、

５
年
度
４
２
６
社
、
６
年

度
４
０
２
社
で
す
。

Q　
中
学
生
議
会
に
つ
い
て
、

①
過
去
３
回
の
評
価
は
。

②
行
政
側
か
ら
改
善
を
望
む
こ
と
は
。

③
行
政
と
し
て
期
待
す
る
こ
と
は
。

④
来
年
度
以
降
の
開
催
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

A　
①
さ
ま
ざ
ま
な
所
に
出
向
き
事

前
研
修
な
ど
を
重
ね
、
提
案
内
容
を

よ
り
深
く
掘
り
下
げ
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
ど
う
す
れ
ば
自
分
た
ち
の
地
域

が
よ
り
住
み
良
い
地
域
に
な
る
か
を

考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
緊
張
感
の
あ
る
議
場
で
提

言
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
た
ち

の
考
え
を
言
葉
と
し
て
伝
え
る
こ
と

の
難
し
さ
や
、
相
手
に
伝
わ
る
言
葉

を
選
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
中
学
生
全
体
へ
の
広
が
り
が
も
う

少
し
持
て
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

中
学
生
自
ら
が
興
味
、関
心
を
持
ち
、

進
ん
で
参
加
し
た
い
と
思
う
場
を
設

定
す
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と

②
毎
年
冬
季
に
は
市
広
報
誌
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
情
報
告
知
放
送

シ
ス
テ
ム
、
新
聞
広
告
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
媒
体
を
利
用
し
て
、
宅
内
露
出

配
管
の
凍
結
対
策
方
法
を
紹
介
す
る

な
ど
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

③
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
は
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
ま

す
。
本
市
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

奥
永
源
寺
地
区
で
実
証
実
験
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
将
来
的
に
は
本
格
導

入
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
提
言
内
容
が
学
校
関
係
に

偏
る
傾
向
が
あ
り
、
生
徒
会
交
流
会

と
重
複
す
る
項
目
も
あ
る
こ
と
か
ら

一
定
の
整
理
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

③
中
学
生
が
地
域
の
方
々
や
行
政
と

の
率
直
な
意
見
交
換
を
重
ね
る
中
で
、

地
域
課
題
へ
の
関
心
を
高
め
、
地
域

愛
を
育
む
事
業
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

④
成
果
や
課
題
を
総
括
し
、
実
行
委

員
会
で
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
承
知
し
て
い
ま
す
。

Q　
救
命
率
を
高
め
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
の
必
要
性
が
あ
る
と
思
う
が
、

①
市
が
設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
数

と
設
置
場
所
は
。

②
各
自
治
会
館
へ
の
設
置
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

A　
①
公
の
施
設
に
設
置
し
て
い
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
数
は
、
１
５
１
台
で
す
。

設
置
し
て
い
る
施
設
は
、
市
役
所
や

支
所
な
ど
の
行
政
施
設
、
幼
稚
園
・

幼
児
園
な
ど
の
子
育
て
支
援
施
設
、

布
引
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
小
中
学
校
の
教
育

施
設
な
ど
で
す
。

②
施
設
の
利
用
状
況
に
よ
り
施
設
管

理
者
が
そ
の
必
要
性
を
判
断
し
設
置

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
市

と
し
て
は
、
自
治
会
に
お
い
て
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
設
置
さ
れ
る
場
合
に
は
、
既
に

活
用
で
き
る
補
助
金
制
度
を
設
け
て

お
り
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Q　
冬
場
の
農
業
用
水
を
防
火
用
水

や
消し

ょ
う
せ
つ雪

に
活
用
で
き
な
い
か
。

A　
許
可
水
利
権
に
よ
っ
て
永
源
寺

ダ
ム
か
ら
最
大
毎
秒
２
ト
ン
、
愛
知

Q　
鶏
舎
か
ら
発
生
す
る
悪
臭
や
ハ

エ
対
策
に
つ
い
て
、

①
市
が
行
っ
て
い
る
対
応
は
。

②
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る
か
。

③
覚
書
に
あ
る
誠
意
を
持
っ
た
対
応

が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
。

④
覚
書
に
基
づ
く
話
し
合
い
に
参
加

し
て
の
所
見
は
。

⑤
環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み
報
告
を

資
料
や
写
真
で
説
明
す
る
よ
う
指
導

で
き
な
い
か
。

A　
①
週
１
回
の
臭
気
、
ハ
エ
の
発

生
量
の
確
認
お
よ
び
年
２
回
の
工
場

悪
臭
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
巡
回
時
に
悪
臭
が
酷
い
と
判
断
し

た
際
に
は
、
事
業
者
に
対
し
て
注
意

喚
起
を
し
て
い
ま
す
。

③
近
隣
住
民
の
方
の
立
場
、
事
業
者

の
立
場
が
あ
り
、
市
が
判
断
す
る
こ

と
は
で
き
か
ね
ま
す
。

④
両
者
間
の
悪
臭
、
ハ
エ
の
発
生
量

に
対
す
る
感
覚
に
相
違
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

⑤
資
料
や
写
真
を
使
っ
て
説
明
す
る

こ
と
で
取
り
組
み
内
容
が
分
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
の
で
、
事
業
者
に
協

川
頭
首
工
か
ら
最
大
毎
秒
０
．
５
ト

ン
を
取
水
し
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
が
、
６
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

超
え
る
受
益
地
全
体
で
は
到
底
十
分

な
水
量
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
10
月
か
ら
２
月
ま
で
の
非

か
ん
が
い
期
に
は
幹
線
水
路
な
ど
の

施
設
点
検
や
補
修
作
業
も
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
地
域
に
お
い

て
農
業
用
水
を
防
火
や
雪
を
溶
か
す

水
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

力
を
求
め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

Q　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
本
体
と
機

器
の
更
新
が
今
す
ぐ
必
要
な
家
が
複

数
あ
る
。
長
寿
命
化
対
策
の
国
の
補

助
制
度
活
用
を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

A　
長
寿
命
化
対
策
の
現
制
度
は
、

機
器
更
新
に
対
す
る
補
助
制
度
で
あ

り
、
本
体
の
更
新
は
対
象
外
で
す
の

で
、
本
市
に
お
い
て
浄
化
槽
の
本
体

更
新
に
対
す
る
新
た
な
支
援
制
度
を

検
討
し
ま
す
。

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ 

青
山　

孝
司

命
を
繋
ぐ
大
切
な
水

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ 

和
田　

喜
藏

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
推
進
を

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ 

山
本　

直
彦

未
来
を
担
う
中
学
生
議
員

東
近
江
市
民
ク
ラ
ブ 
西
村　

和
恭

な
ん
と
か
し
て
よ
！
こ
の
臭
い

約３万６千羽飼養する鶏舎

実証実験中のスマートメーター
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障害福祉サービス等報酬改定の
見直しを求める意見書

学校給食の安定供給に向けた
国の支援を求める意見書

加齢性難聴者の補聴器購入に対する
補助制度の創設を求める意見書

子ども福祉医療費助成の制度拡充を
求める意見書

放課後児童クラブ（学童保育）の
拡充に関する意見書

　令和６年４月に障害福祉サービス等の報酬改定が実施
されたが、この改定は、サービス提供事業者の経営を一
層困難なものにし、併せて慢性的な人手不足と物価高騰
により逼迫した状況にある。これらは、支援の質の低下
や事業所の閉鎖につながり、障害のある当事者に危機的
な状況をもたらしかねない。
①障害福祉サービスに関わる職員の処遇・待遇の向上の
ため、実質の基本報酬の大幅な改善を行うこと。
②生活介護事業の時間単位による報酬改正を撤廃するこ
と。
③障害者相談支援事業を第２種社会福祉事業に位置付け
委託料の消費税が非課税扱いとなるようにすること。

　地方議会の意見を国や県の政策に反映させる
ために、政府や国会、県知事などに提出する文
書のことを意見書といいます。
　意見書は、地方自治法第９９条で定められて
おり、議員や委員会が提案者となり、本会議に
諮り可決したものを提出することができます。
　１２月議会では、６件の意見書を可決しまし
たので、その要旨を報告します。

　学校給食は、学校給食法第 1 条において、「児童及び
生徒の心身の健全な発達に資するものであり、かつ、児
童及び生徒の食に関する正しい理解と適切な判断力を養
う上で重要な役割を果たすものである」とされており、
子どもたちの健やかな成長になくてはならない。
　近年、多くの自治体が学校給食費の無償化も含めた保
護者負担の軽減に取り組んでいるが、学校給食の一定の
水準を確保するためには、国の関与が必要不可欠である。
　また、物価高騰による原材料費が上昇する中、食材費
をはじめ人件費や物流費、光熱水費等の上昇により、給
食の質の低下につながりかねない状況となっている。
　次代を担う子どもたちの健やかな成長に資するととも
に、食育の充実のために、質の高い学校給食を提供して
いく観点から、下記事項について早急に取り組まれるよ
う強く求める。
①学校給食を充実するための財政支援を速やかに行うと
ともに、国の支援の在り方を速やかに検討し示すこと。
②近年の物価高騰対策として材料費等の上昇分に対する
財政支援を継続して行うこと。
③食育を推進する観点から、地場産物の活用に対する支
援を行うこと。

　７０歳以上の高齢者の半数は、加齢性の難聴と推定され
ている。難聴になると、家庭の中でも社会的にも孤立しや
すく、人との会話や人と会う機会が減ってしまう場合が少
なくない。加齢性難聴は、日常生活を不便にし、コミュニ
ケーションを困難とするなど生活の質を落とす大きな原因
になるばかりか、最近では認知症やうつ病になる傾向が強
いと専門家も指摘している。こうした中で、聞こえの悪さ
を補完し、音や言葉を聞き取れるようにしてくれるのが補
聴器である。
　高齢になっても生活の質を落とさず、心身ともに健やか
に過ごすことができ、認知症の予防、ひいては健康寿命の
延伸、医療費の抑制にもつながるように、加齢による難聴
者の補聴器購入に対する県独自の補助制度を創設するよう
強く要請する。

▪燃料・肥料・飼料等の価格安定のための財政措置
　を求める意見書
▪滋賀県ふぐの取扱いの規制に関する条例一部改正
　にかかる意見書
▪近江鉄道線存続にかかる税制上の特例措置を求め
　る意見書
▪公的資金補償金免除繰上償還制度の復活を求める
　意見書
▪働き方改革関連法の施行延期を求める意見書
▪愛知川の濁水の抜本的な改善を求める意見書

これまでに可決した意見書（令和４年～６年）

▪精神障害者に対する医療費助成制度の改善を求め
　る意見書
▪ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に
　対する適正な診療上の評価等を求める意見書
▪学校教育を取り巻く環境整備等を求める意見書
▪訪問介護の基本報酬をはじめとした介護報酬の引
　上げを求める意見書
▪教員の長時間労働の抜本的改善を求める意見書
▪障害福祉サービス等報酬改定の見直しを求める意
　見書
▪加齢性難聴者の補聴器購入に対する補助制度の創
　設を求める意見書
▪子ども福祉医療費助成の制度拡充を求める意見書
▪学校給食の安定供給に向けた国の支援を求める意
　見書
▪放課後児童クラブ（学童保育）の拡充に関する意
　見書

▪マイナンバーカードシステムのセキュリティ管理
　の徹底とマイナ保険証の見直しを求める意見書
▪地方自治体職員の人材確保の観点から給与制度の
　アップデートと地方財源の確保を行うよう求める
　意見書
▪えん罪の発生を防ぐとともに、刑事訴訟法の再審
　規定の改正を求める意見書
▪北方領土問題の早期解決等を求める意見書

　子どもの医療費の無料化は子育て世代の切実な願いであ
り、無料化に踏み切る自治体は大きく広がっている。滋賀
県は今年度、従来の乳幼児に加え新たに高校生世代の医療
費助成を実施し、子ども医療費助成は全１９市町で高校生
世代まで広がった。
　しかし、県の制度は１９市町が独自に実施している小中
学生世代を対象にしていないため、市町の財政負担は大き
く、市町間で助成格差が生じる原因となっている。また、
高校生世代までの完全無料化は１３市町にとどまっている。
　子ども医療費助成制度は、県と市町が共に取り組むべき
重要な課題であり、県・市町制度の拡充を一層進めるとと
もに、１８歳までの無料化を国の制度として実現すべきで
ある。
①高校生世代に導入された自己負担は、乳幼児と同様に廃
止すること。
②小中学生を県制度の対象に加えるとともに、財政負担割
合は乳幼児と同様の県 1/2、市町 1/2 にすること。
③１８歳までの無料化を国の制度として実現するよう、国
に強く求めること。

　
東
近
江
市
長
選
挙
と
市
議
会

議
員
補
欠
選
挙
が
２
月
２
日
に

行
わ
れ
、
市
長
選
挙
は
現
職
の

小
椋
正
清
⽒
が
４
選
を
果
た
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
は
、
定
数
２
に
対
し
て
４
人

が
立
候
補
さ
れ
、
新
人
の
小
梶

昌
⺒
⽒
と
澤
居
寛
明
⽒
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

市
長
選
、⼩
椋
⽒
４
選

市
議
補
選
は
⼩
梶
⽒
、
澤
居
⽒

■総務常任委員会　■福祉教育こども常任委員会　■産業建設常任委員会

　子育て世帯における共働きや、ひとり親家庭の増加を
背景に、放課後児童クラブ（以下、学童保育）へのニー
ズは高まっており、待機児童問題は喫緊の課題である。
　子どもを産み育てやすい社会をつくるためには、保育
所の卒園後、学童期においても子育てと仕事を両立でき
る環境を整えることが急務であり、学童保育の役割はま
すます大きくなっている。学童保育を利用する子どもた
ち・保護者が安心して通い続けられ、指導員が一生涯の
仕事として働き続けられる労働条件を確保し、学童保育
の質を向上させることを願い、以下のことを要望する。
①フルタイムの正規・常勤職員を２名以上配置できるよ
う、運営費単価を大幅に引き上げること。
②構成する児童数が４５人以上の支援単位の減額措置を
やめること。
③実施要綱の
年間開所日数
条件を「２００
日以上」に改
めること。

北方領土問題の早期解決等を求める意見書

　北方領土問題の早期解決と隣接地域の振興を図るため、
①北方領土問題の解決に向けた断固たる決意と強い意志
を持って、ロシアとの外交交渉を粘り強く推し進めると
ともに、国内外の世論の喚起高揚に向けた効果的な返還
要求運動を推進すること。
②北方墓参をはじめ、北方四島交流事業（ビザなし交流
事業）及び自由訪問事業については、特段に早期の再開
を目指し、外交交渉を推進すること。
③学校教育及び社会教育における北方領土問題に関する
教育の充実と強化を図ること。
④元島民等に対する援護対策や、社会経済活動に多くの
制約を受けている北方領土隣接地域の疲弊解消のための
措置の充実を図ること。

議会の意見書

澤居   寛明（41）
◦総務常任委員会
◦予算決算常任委員会

⼩梶   昌⺒（53）
◦福祉教育こども常任委員会
◦予算決算常任委員会 学童保育連絡協議会との意見交換会

議会だより 14

議会の意見書

15 議会だより

議会の意見書
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「
議
員
定
数
を
減
ら
し
ま
す
の
で
、
議
員
報
酬
を
上

げ
て
く
だ
さ
い
」
で
は
決
し
て
な
い
が
、
12
月
議
会
で

は
議
員
定
数
は
25
人
か
ら
22
人
と
す
る
削
減
案
を
、
議

員
報
酬
は
３
万
５
千
円
～
４
万
円
の
増
額
案
を
可
決
し

た
。
●
適
正
な
議
員
定
数
の
議
論
は
、
議
会
改
革
の
一

環
と
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
定
数
を
削
減

し
た
こ
と
で
議
会
活
動
が
停
滞
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な

れ
ば
本
末
転
倒
で
あ
る
。
ま
た
、
議
会
改
革
は
定
数
削

減
の
議
論
で
終
わ
る
わ
け
で
も
な
く
、
議
会
の
機
能
を

さ
ら
に
高
め
て
い
く
た
め
に
、
不
断
の
努
力
を
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
●
議
員
の
な
り
手
不
足
と

若
い
世
代
の
投
票
率
低
下
は
、
選
挙
制
度
の
根
幹
を
揺

る
が
す
問
題
で
あ
り
、
議
会
が
若
い
世
代
や
女
性
に

と
っ
て
魅
力
が
あ
り
、
議
会
に
興
味
を
持
ち
議
員
に
な

り
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
風
土
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と

も
、
こ
れ
ら
解
決
策
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

●
今
回
の
定
数
削
減
と
報
酬
を
増
額
し
た
こ
と
に
よ
り
、

議
員
の
報
酬
・
手
当
・
共
済
負
担
金
の
合
計
額
は
、
１

年
間
に
約
６
５
０
万
円
の
歳
出
削
減
と
な
る
。
●「
そ

れ
な
ら
も
っ
と
上
げ
て
も
ら
っ
た
ら
良
か
っ
た
の
に
」

こ
ん
な
奇
特
な
市
民
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
た
り
前

で
あ
る
。
議
員
一
人
ひ
と
り
が
市
民
の
声
を
代
弁
す
る

役
割
を
果
た
す
活
動
を
し
な
け
れ
ば
理
解
は
得
ら
れ
な

い
。
肝
に
銘
じ
よ
う
。 　無料アプリ「マチイロ」で「議会だよ

り」の配信サービスを開始しています。
　市の広報紙や行政情報もご覧になれま
すので、ぜひご利用ください。

もっと身近に「議会だより」を

3 月定例会の予定

※開会日のみ、午後１時３０分から開始します。
※その他は各日とも、午前９時３０分から開始します。
※日程および時間は変更になる場合があります。

　東近江市議会では、皆さまの傍

聴をお待ちしています。

　ご希望の方は、傍聴される当日

に市役所本館３階の議会事務局窓

口までお越しください。

　本会議の中継は東近江スマイル

ネットのコミュニティチャンネル

でご覧いただけます。

　東近江市議会では、本会議の模

様をインターネットでライブ配信

（生中継）・録画配信しています。

スマートフォン・タブレット端末

でもご覧いただけます。

　東近江市議会だよりは、２月、

５月、８月、１１月に発行しています。

議会の傍聴 テレビ中継

インターネット中継 議会だよりの発行

日 月 火 水 木 金 土

2/23 24 25 26 27
開会

28 3/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10
代表質問

11
一般質問

12
一般質問

13
予算決算
委員会

14
総務・福祉教育
こども委員会

15

16 17
総務・福祉教育
こども委員会

18
福祉教育こども・
産業建設委員会

19
産業建設
委員会

20 21 22

23 24
予算決算
委員会

25 26
閉会

27 28 29

東近江市議会だより

令和６年１２月定例会  議案の審議結果

議　案　等　の　名　称

会派名 東近江市民クラブ 日本共産党 太陽
クラブ 公明党 新政

無所属 会派無

結　

果

賛
成
・
反
対

森　
　

鉄
兵

浅
居　
　

笑

山
本　

直
彦

青
山　

孝
司

鈴
木　

則
彦

西
村　

和
恭

田
井
中
丈
三

森
田　

德
治

西
﨑　
　

彰

西
澤　

由
男

和
田　

喜
藏

市
木　
　

徹

大
橋　

保
治

廣
田　

耕
康

山
中　

一
志

田
郷　
　

正

辻　
　

英
幸

安
田　

高
玄

吉
坂　
　

豊

竹
内　

典
子

中
村　

和
広

井
上　
　

均

櫻　
　

直
美

大
洞　

共
一

議案第80号 
東近江市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

可
決

20
・
３
○○○○○○○○

議　
　
　
　
　

長

○○○○×××○○○○○○○○

議案第81号 
東近江市特別職の職員の給与に関する条例及び東近江市教育長の給
与及び旅費等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可
決

19
・
３
○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○○棄

権○

議案第84号 
東近江市スポーツ施設条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可
決

18
・
５
○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○××○○

議案第90号 
東近江市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

可
決

20
・
３
○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○○○○

意見書案第9号 
企業・団体献金の全面禁止を求める意見書

否
決

５
・
18
×××××××× ××××○○○××××○○××

意見書案第15号 
放課後児童クラブ（学童保育）の拡充に関する意見書

可
決

22
・
０
○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○棄

権○

会議案第4号 
東近江市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可
決

20
・
３
○○○○○○○○ ○○○○×××○○○○○○○○

○・・・賛成　×・・・反対（議長は採決に加わらない）

その他の議案、意見書・請願は全会一致で可決・承認されました。詳細は「東近江市議会」のホームページで検索してください。

編

集
後
記


